
平成30年10月15日 県立教育研究所
県教育委員会事務局 学校教育課

垣内 宏志

平成30年度

全国及び奈良県学力・学習状況調査の調査結果の
活用による指導改善に向けた説明会 （中学校）

奈良県教育委員会
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15～64歳

65歳以上

０～14歳

３割減

4割が65歳以
上の高齢者

（１）新学習指導要領が目指す資質・能力

奈良県教育委員会

出典「奈良県高齢者福祉計画」平成22年３月より

加速する少子高齢化

２



（１）新学習指導要領が目指す資質・能力

奈良県教育委員会

増え続ける外国人観光客

３

グローバル化の進展



（１）新学習指導要領が目指す資質・能力

奈良県教育委員会

AI(人工知能)の飛躍的進化

４



ソサエティ5.0

（１）新学習指導要領が目指す資質・能力

今後10年～20年程度で、半数近くの仕事が自動化され、子どもたちの
65％は将来、今は存在していない職業に就くという予測も

５



ＡＩが代替可能だとされる仕事

■電子部品製造工
■自動車組立工
■検収・検品係員
■宅配便配達員
■運転手
■一般事務員、医療事務員
■ホテル客室係
■レジ係
■寮・マンションの管理人
■警備員 など

（１）新学習指導要領が目指す資質・能力

ＡＩが代替できない仕事

■ミュージシャン
■アートディレクター
■美容師
■アナウンサー
■医師
■カウンセラー
■介護士、ケアマネージャー
■教員、保育士
■学芸員 など

個別の事実を覚えたり、解き方があらかじめ定まった問題を効率的に解
いたりする力だけでは不十分

膨大な情報から必要な情報を適切に判断して読み取ったり、他者と協働
したりしながら自分の考えをもち、課題を解決していく力などが求めら
れている。

奈良県教育委員会

出典「ＡＩ時代に勝つ子 負ける子」（東洋経済 2018年）など

創造性

臨機応変な対応

人を動かす

６



奈良県教育委員会

（２）全国学力・学習状況調査の目的と内容

全国学力･学習状況調査では、新しい学習指導要領が示す
これからの子どもたちに求められる学力が問われている。

実社会の文
脈を生かし
て学ぶ力

複数の情報か
ら自分の考え
をまとめる力

７



【資料】

【発表の直前の場面】

（２）全国学力・学習状況調査の目的と内容

【発表・質問の場面の一部】

奈良県教育委員会

Ｂ問題

２

山
川
さ
ん
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
に

つ
い
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

次
は
、
山
川
さ
ん
が
発
表
の
た
め
に
作
成
し
た
【
資
料
】
、

【
発
表
の
直
前
の
場
面
】
と
そ
れ
に
続
く
【
発
表
・
質
問
の
場

面
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

な
さ
い
。

平成30年度全国学力･学習状況
調査問題【中学校 国語B】より

８



奈良県教育委員会

一

【
発
表
・
質
問
の
場
面
の
一
部
】
の
南
さ
ん
と
大
野
さ
ん
の
質
問
の
意
図
と

し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

南
さ
ん
は
事
前
に
も
っ
て
い
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
、

大
野
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
誤
り
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し
て
い
る
。

２

南
さ
ん
は
事
前
に
も
っ
て
い
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
、

大
野
さ
ん
は
説
明
を
聞
い
て
生
じ
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
て
い
る
。

３

南
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し
、

大
野
さ
ん
は
説
明
を
聞
い
て
生
じ
た
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
質
問
し
て
い
る
。

４

南
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
説
明
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
た
め
に
質
問
し
、

大
野
さ
ん
は
山
川
さ
ん
の
発
表
の
要
点
を
確
か
め
る
た
め
に
質
問
し
て
い
る
。

（２）全国学力・学習状況調査の目的と内容
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奈良県教育委員会

二

南
さ
ん
と
大
野
さ
ん
に
続
い
て
、
あ
な
た
が
山
川
さ
ん
に
質
問
す
る
と
し
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
ま
す
か
。
実
際
に
話
す
よ
う
に
一
つ
買
き
な
さ
い
。

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書

き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（２）全国学力・学習状況調査の目的と内容

（正
答
例
）

・山
川
さ
ん
は
，
人
型
と
動
物
型
の
ど
ち
ら
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
お
ば
あ
さ
ん
に
贈
り
た
い

と
思
っ
た
の
で
す
か
。

・ロ
ボ
ッ
ト
は
，
ど
の
よ
う
に
し
て
天
気
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
る
の
で
す
か
。

（正
答
の
条
件
）
次
の
条
件
を
満
た
し
て
解
答
し
て
い
る
。

①

【資
料
】の
中
の
１
、
２
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
【発
表
・質
問
の
場
面
の
一
部
】

の
山
川
さ
ん
の
発
表
に
関
す
る
適
切
な
質
問
を
書
い
て
い
る
。

②

南
さ
ん
と
大
野
さ
ん
の
質
問
と
重
な
ら
な
い
質
問
を
書
い
て
い
る
。

③

実
際
に
話
す
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
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奈良県教育委員会

（２）全国学力・学習状況調査の目的と内容
三

山
川
さ
ん
は
、
最
後
に
ロ
ボ
ッ
ト
に
期
待
す
る
こ
と
を
述
べ
て
発
表
を
ま
と
め
ま
す
。

山
川
さ
ん
の
話
の
進
め
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら

一
つ
選
び
な
さ
い
。

１

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
聞
き
手
と
の
や
り
取
り
を
踏
ま
え
た
上
で
、
【
資
料
】
の

中
の
３
の
情
報
を
取
り
上
げ
な
が
ら
発
表
を
ま
と
め
る
。

２

聞
き
手
と
の
や
り
取
り
を
通
し
て
生
ま
れ
た
新
た
な
考
え
を
も
と
に
、
【
資
料
】

の
中
の
１
と
２
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。

３

こ
れ
ま
で
話
し
て
き
た
聞
き
手
と
の
や
り
取
り
は
踏
ま
え
ず
に
、
【
資
料
】
の
中

の
３
の
情
報
を
使
っ
て
発
表
を
ま
と
め
る
。

４

聞
き
手
と
の
や
り
取
り
の
内
容
を
受
け
て
話
の
方
向
を
転
換
し
。
【
資
料
】
の
中

の
３
の
情
報
に
触
れ
ず
に
発
表
を
ま
と
め
る
。
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奈良県教育委員会

（３）教科に関する調査結果

○小学校においては、国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、理科の全ての調査において、
全国平均正答数を0.1から0.2ポイント下回っている。

○中学校においては、全国平均正答数に比べて、国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂで同
ポイント又は0.1ポイント下回っており、理科では0.6ポイント下回っている。

平成30年度全国学力・学習状況調査の結果（教科）

12



奈良県教育委員会

（３）教科に関する調査結果
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A問題

B問題

国語及び算数・数学の相加平均正答率の全国平均との差

奈良県の児童生徒の学力は、相対的に下降傾向にある。

小 学 校 中 学 校

※ 平成29年度以降、各都道府県の平均正答率が整数値で公表されるようになったため、
平成29年度以降の数値については±0.5ポイント程度の誤差があります。

平成30年度 全国学力・学習状況調査の結果から

13



80.0
82.0
84.0
86.0
88.0
90.0
92.0
94.0
96.0

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

学校の規則を守る

いじめはいけない

人の役に立つ

82.0
84.0
86.0
88.0
90.0
92.0
94.0
96.0
98.0

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

H
2

9

H
3

0

学校のきまりを守る

いじめはいけない

人の役に立つ

奈良県教育委員会

ア 規範意識に関する状況

（４）質問紙の調査結果

奈良県の児童生徒の規範意識は、全国平均に近付いている。

小 学 校

中 学 校

規範意識に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童生徒の割合及び全国平均との差
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平成30年度 奈良県学力・学習状況調査 生徒質問紙の結果から
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よく分かる
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奈良県教育委員会

イ 学習意欲に関する状況

（４）質問紙の調査結果

奈良県の児童生徒の学習意欲は、ほぼ横ばいであり、
特に中学校において全国平均との差が大きい。
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よく分かる

役に立つ

国語、算数・数学の学習意欲に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童生徒の割合及び全国平均との差

小 学 校

中 学 校

※ 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙の結果から ただし、平成30年度は、算数・数学のみ。
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22.4 

10.5 

28.0 

25.9 

22.7 

34.2 

11.2 

16.6 

7.8 

7.9 

7.7 

4.9 

奈良県

全国

３時間以上

２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない

30分以上、１時間より少ない

30分より少ない

全くしない

16.2 

12.5 

18.0 

16.8 

28.8 

36.9 

23.3 

23.8 

9.7 

7.4 

4.1 

2.5 

奈良県

全国

奈良県教育委員会

ウ 学習習慣等に関する状況

（４）質問紙の調査結果

奈良県の児童生徒の学習時間について、全国平均との比較では、
「３時間以上」と「全くしない」と回答した児童生徒の割合が大きい。

学校外での学習時間に関する質問項目における全国平均との比較

小 学 校 中 学 校

平成30年度 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙の結果から

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、
勉強をしますか
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84.5 

95.4 

88.2 

99.0 

児童

教員

68.8 

90.7 

76.2 

95.4 

児童

教員

奈良県 全国

48.9 

90.5 

66.1 

94.7 

生徒

教員

平成29年度 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙と学校質問紙の比較から

授業の中で目標(めあて･ねらい)が示されていたか

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたか

74.2 

96.2 

87.8 

98.3 

生徒

教員

教員は指導しているつもりでも児童生徒には十分意識されていない。
特に中学校において、全国平均との差が顕著に見られる。

エ 学習状況（指導状況）

学校での学習状況（指導状況）に関する質問項目における全国平均との比較

小 学 校 中 学 校

小 学 校 中 学 校

奈良県教育委員会

（４）質問紙の調査結果
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49.7 

32.3 

27.4 

31.2 

43.1 

56.0 

51.9 

41.3 

5.4 

9.8 

16.8 

15.0 

1.8 

1.9 

3.9 

12.5 

思う どちらかといえば、思う どちらかといえば、思わない 思わない

「授業の中で目標(めあて･ねらい)が示されていたか」と「国語の授業の内容はよく分かる」の関係

学習目標が明確な授業は、分かる授業につながっている。

「国語の授業の内容はよく分かりますか」

分かる

どちらかといえば分かる

どちらかといえば分からない

分からない

「授業の中で目標(めあて･ねらい)が示されていたか」と「数学の授業の内容はよく分かる」の関係

「小学校では、授業のはじめに目標（めあて、ねらい）が示されていたと思いますか。」

（％）

エ 学習状況（指導状況）

学校での学習状況（指導状況）と学習意欲の相関関係

（４）質問紙の調査結果

54.3 

39.3 

34.5 

38.9 

33.9 

44.8 

41.8 

31.1 

8.6 

11.9 

16.4 

11.7 

3.2 

4.0 

7.3 

18.3 

思う どちらかといえば、思う どちらかといえば、思わない 思わない

「数学の授業の内容はよく分かりますか」

分かる

どちらかといえば分かる

どちらかといえば分からない

分からない

「小学校では、授業のはじめに目標（めあて、ねらい）が示されていたと思いますか。」

（％）

平成30年度 奈良県学力・学習状況調査 生徒質問紙の結果から
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国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ 理科

自尊感情が高い児童生徒ほど、各科目における平均正答率が高い。

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と各教科の平均正答率

「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」

「平
均
正
答
率
」

「平
均
正
答
率
」

平成30年度 全国学力・学習状況調査の結果から

（％）（％）

オ 自尊意識

学校での学習状況（指導状況）と学力の相関関係

奈良県教育委員会

（４）質問紙の調査結果
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小 学 校 中 学 校
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「これまでに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から進んで取り組んで
いたと思いますか。」と各教科の平均正答率

「５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から進んで取り組んでいたと思う」

「平
均
正
答
率
」

「平
均
正
答
率
」

平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果から

（％）（％）

カ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

学校での学習状況（指導状況）と学力の相関関係
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「１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から進んで取り組んでいたと思う」

奈良県教育委員会

「主体的に学習している」と回答した児童生徒ほど、
各科目における平均正答率が高い。

（４）質問紙の調査結果

小 学 校 中 学 校
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「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思います
か。」と各教科の平均正答率

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができていたと思う」

「平
均
正
答
率
」

「平
均
正
答
率
」

平成３０年度 全国学力・学習状況調査の結果から

（％）（％）

学校での学習状況（指導状況）と学力の相関関係

「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、広げたりすることができていたと思う」
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カ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

（４）質問紙の調査結果

奈良県教育委員会

「対話的な学習活動をしている」と回答した児童生徒ほど、
各科目における平均正答率が高い。

中 学 校小 学 校
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学力調査の
結果などから

奈良県教育委員会 22

Ｐ
目指す子どもの姿

を考える

Ｄ
そのための手立て
を考え、実践する

Ｃ
子どもの変容を

確認する

Ａ
更なる改善に
取り組む

～より良い学校づくりのために～

（５）先生方にお願いしたいこと

カリキュラム・マネジメント

教科等横断的な視点で必要な人的又は物的な体制を確保しながら、
組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図る。



奈良県教育委員会

～より良い学校づくりのために～

（５）先生方にお願いしたいこと

例えば、「家庭学習が定着しない」という課題に対して

量が多いからではないか？
もう少しやりたいと思うくら
いの量から始める

難しすぎるからではないか？
始めのうちは、授業の終わり
に考え方等について説明する
時間を取る

やる意義を見いだせないから
ではないか？

調べたり、考えたりしたもの
なら、授業で使ったり、みん
なに紹介したりする

教科等や学年を超えて、効果的な手立てを共有しながら、具体的で
実現可能な手立てを積み重ねていく。
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奈良県教育委員会

１ 国語Ａの正答率が８割以上の児童生徒の割合
２ 算数・数学Ａの正答率が８割以上の児童生徒の

割合
３ 国語Ｂの正答率が３割以下の児童生徒の割合
４ 算数・数学Ｂの正答率が３割以下の児童生徒の

割合
５ 書くこと、読むことに関する設問の正答率

１～４ 算数・数学の勉強が「好き」「大切」「よ
く分かる」「学習したことは将来役に立つ」

５～８ 理科の勉強が「好き」「大切」「よく分か
る」「学習したことは将来役に立つ」

９ 家で、自分で計画を立てて勉強している
10 家で、普段（月～金）の学習時間
11 学校の授業時間以外の読書の時間

～より良い学校づくりのために～

（５）先生方にお願いしたいこと
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奈良県教育委員会

奈良県教育振興大綱に示す評価指標について、自校の実現状況を把
握するとともに、各学校の教育目標の実現のために、全ての教員で
カリキュラム・マネジメントに努めていただきたい。

１ 学校のきまり（規則）を守っている
２ いじめはどんな理由があってもいけないと思う
３ 人の役に立つ人間になりたいと思う
４ 自分には、よいところがあると思う
５ 将来の夢や目標を持っている
６ 今住んでいる地域の行事に参加している
７ これまでに受けた授業や課外活動で地域のことを

調べたり、地域の人と関わったりする機会があっ
たと思う。

～より良い学校づくりのために～

（５）先生方にお願いしたいこと

25



奈良県教育委員会

(2)より良い学校づくりのために、全ての教員で取り組んでください。

(1)調査問題や調査結果をより良い学校づくりに役立ててください。

(3)実現可能な目標を設定し、定期的に実現状況を検証、改善を図ると
いったPDCAサイクルを確立してください。

・これからの社会を生きる子どもたちに、どんな学力が求められているのか？
・目の前の子どもの姿は？

・一人一人の先生は真面目で熱心。しかし、学校全体として、育てたい子どもの
姿やそのための手立てについて同じ方向性をもって子どもの指導に当たってい
ますか？

・できそうなことから少しずつ。小さな自己実現の積み重ねが、大きな力につな
がるのは、教員も子どもも同じではないでしょうか？

～より良い学校づくりのために～

（５）先生方にお願いしたいこと
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